
 

 

 千倉地域づくり協議会『きずな』では、社子屋の一環として、地元の旬の食材

を生かした旬食料理教室を開催致します。今回のメニューは、「魚貝を使ったお

寿司」お魚の捌き方やコツが学べます。 

 夏休みですので、親子・ご家族・お友達同士など勿論、お一人での参加も 

大歓迎です。お申し込みお待ちしています。 
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き ず な 通 心 
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平成３０年７月 

第９６号 

◎日時 ： 平成３０年８月２７日（月） ９時30分～１３時頃 

お問い合わせ・申し込み 

千倉地域づくり協議会『きずな』 ☎ ４４－１１１３ 

 （申し込み締切 ： ８月１７日（金））先着３０名 

◎場所 ： 千倉社会福祉センター（高家神社境内） 

 ◎参加費 ： おひとり １，０００円（保険料含む） 

           こども無料（中学生以下） 

 ◎持ち物 ：エプロン・三角巾・マスク 

E-mail：chikura_kizuna@yahoo.co.jp 

※平成３０年６月３０日現在の情報です 



 

 

短冊を取り付けています 

 

千倉地域づくり協議会『きずな』Facebook 

－3－ －2－ 

瀬戸浜海岸付近の美化活動 
 ６月２４日（日）に予定された、瀬戸浜海岸付近美化活動は、雨天により中止となりまし

た。昨年に続き２年連続の雨天中止に、豊山海部会では来年は梅雨を避け５月に実施の方向で

検討しています。 

 瀬戸浜海岸付近の道路添いは、各団体や個人、ボランティアの方々の力により、今までにも

増して延びた木が刈られ花が植えられるなど、美しい景観を見せています。白浜地域づくり協

議会『きらり』との連携による、マリーゴールドも提供されました。 

 千倉地域づくり協議会『きずな』は、今後共各活動団体と連携・情報を共有し活動して参り

ますので、ご協力の程宜しくお願い致します。 

 

南房総みんみんネット 検 索 

登録団体一覧：千倉地域づくり協議会『きずな』 

きずな通心は、インターネット上で      

がご覧いただけます。 
千倉地域づくり協議会『きずな』 

     のFacebook 

新着情報や協議会の活動、地域の様子をお伝えする

Facebookも開設しています。 

検 索 

実施日９月８日（土） ８時～９時 

 毎年100人を越える参加のご協力をいただいているクリーンキャンペーン。 

 今年は、９月８日(土）に行います。参加者には、ところてんサービス♪ 詳細は８月号で！ 

今年もご協力の程宜しくお願い致します。 

納涼       

8月１１日（土）～８月１２日（日）９：００ ～ １５：００ 

in 

                                        

                                       

お盆市 

たのくろ広場  

●お盆用品いろいろ●お花、枝もの●お米・地元農産物、加工品他いろいろ 

8月１１日（土）特別コーナーを設けて大サービス致します。 

＊フリーマーケット参加者募集（1区画1.5坪、1日５００円） 

 ７月３日（火）、社子屋活動の一環として、七夕を祝うため高家神社境内
に飾り付けを行いました。 
 七夕は、五節句のひとつであり、豊作を祈ったり穢(けが)れを払う意味合
いがあります。初めての試みである七夕には、千倉小学校の生徒さんたちに
もご協力いただき、短冊にお願いごとを書いていただき、笹に飾りました。
短冊には「おじいちゃんおばあちゃんがながいきしますように」「プロの
サッカー選手になりたいです」など思いやりと希望に溢れた願い事が書かれ
ていました。境内は、七夕の飾り付けにより神聖な雰囲気を醸し出し、大阪・群馬・埼玉
など、県外からの観光客も短冊に願いを込め笹に結ぶなど、「運が良かった」と喜んでい
ました。子どもたちが、地域の方々に見守られ心豊かに育まれますよう…願いを込めて☆ 

どうして七夕と呼ぶの？  （暮らし歳時記より） 

 日本では機(はた)で織った布を祖霊や神にささげたり、税として納めたりしていまし

た。旧暦の７月はお盆や稲の開花期、麦などの収穫期にあたります。そこで、お盆に先立

ち祖霊を迎えるために乙女たちが水辺の機屋にこもって穢れを払い、機を織る行事が行わ

れていました。水の上に棚を作って機を織ることから、これを｢棚機｣（たなばた）とい

い、機を織る乙女を｢棚機つ女（たなばたつめ）｣と呼びました。笹竹には、神迎えや依り

ついた災厄を水に流す役目がありました。 

 やがてこの行事と乞朽奠（きこうでん）が混じり合い、現在のような形に変化していき

ました。そして、７月７日の夕方を表して七夕（しちせき）と呼ばれていたものが、棚機

（たなばた）にちなんで七夕（たなばた）という読み方に変わっていったのです。 

五節句とは･･･ 

 １月７日 人日（じんじつ）の節句  別名「七草の節句」 

 ３月３日 上巳（じょうし）の節句  別名「桃の節句」 

 ５月５日 端午（たんご）の節句   別名「菖蒲の節句」 

 ７月７日 七夕（しちせき）の節句  別名「笹の節句」 

 ９月９日 重陽（ちょうよう）の節句 別名「菊の節句」 

五色の短冊が風に揺れ美しい 笹を切り出し、短冊を取り付けた笹が立てられています 


